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６年生のみなさんへ ～「旅人と三人の木こり」～

６年生のみなさん、保護者のみなさま、ご卒業、おめでとうございます。

卒業にあたり、「旅人と三人の木こり」のお話を贈ります。

旅人が、炎天下に仕事をする三人の木こりと出会いました。旅人は「大きな

木を切って何を作っているのですか」と尋ねました。

一人目の木こりは「仕事をしないと親方に叱られるので」と答えました。

二人目の木こりは「ごはんを食べるお金が稼げませんので」と答えました。

三人目の木こりは「人々が祈り、安らぐ場を作っています」と答えました。

この旅人が出会った木こりたちのように、同じ仕事であっても考え方が異な

れば、生き方も変わってきます。そして、三人目の木こりのように誰かのため

に貢献する思いで仕事ができることは何と幸せなことでしょうか。

古代ギリシャの哲学者であるソクラテスは「最も大切にしなければならない

ことは、善く生きること」と述べています。「善く生きる」とは、正々堂々と

生きること、品格を持って生きること、志を貫く意志を持って生きることなど、

様々な言葉に言い換えることができます。それらは、全て正しいと思います。

しかし、それらの本質を考えると「善く生きること」とは、「善い自分を創

る」ということです。魂を磨き続けるという意味です。私たちが生まれてきた

意味がそこにあります。

みなさんは、やがて社会人として、これからの日本や世界の担い手となって

いく人材です。多様化する現代社会の現実を見つめ、たくましく立派な人間に

成長していくことが、自立し、世界の平和と人類の調和に貢献することなので

す。生涯にわたり、志を持ち、学び続け、磨き続け、三人目の木こりのような

善い自分を創ってください。

希望にあふれたみなさんに、幸多きことを心より祈っています。

ある新聞記事より ～３月３日（日）毎日新聞朝刊より～


